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激
動
の
一
年
で
あ
っ
た
。

昨
年
の
衆
院
選
で
自
民
党
は

歴
史
的
大
敗
を
喫
し
、
少
数

与
党
政
権
と
な
っ
た
。
今
年

７
月
の
参
院
選
で
も
そ
の
流

れ
は
変
わ
ら
ず
、
社
会
保
障

へ
の
理
解
不
足
が
目
立
つ
新

興
政
党
が
議
席
を
伸
長
さ
せ

た
。
１０
月
の
自
民
党
総
裁
選

で
は
高
市
早
苗
氏
が
選
出
さ

れ
、
歴
代
初
の
女
性
首
相
の

新
政
権
が
発
足
。
所
信
表
明

演
説
で
医
療
機
関
の
窮
状
の

救
済
を
高
く
位
置
づ
け
た
。

予
算
委
員
会
で
の
、
病
院
だ

け
で
な
く
「
診
療
所
も
含
め

る
」
と
の
発
言
に
期
待
し
た

い
。

　

医
療
界
の
現
状
は
深
刻

だ
。
近
年
は
人
件
費
や
光
熱

費
、
材
料
費
等
が
高
騰
。
そ

も
そ
も
診
療
報
酬
は
２０
年
以

上
の
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
が

連
続
し
て
お
り
、
「
院
長
の

給
料
を
半
分
に
し
た
」
と
の

会
員
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

８
月
に
行
っ
た
特
定
保
険
医

療
材
料
・
検
体
集
配
有
料
化

の
会
員
調
査
は
、
〝
診
療
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
赤
字
〟
を
浮

き
彫
り
に
し
た
。
近
年
最
多

の
会
員
署
名
数
が
集
ま
っ
た

と
お
り
、
「
ま
さ
に
崖
っ
ぷ

ち
」
、
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
突
然

な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

の
で
あ
る
。

　

国
会
議
員
の
尽
力
も
あ

り
、
６
月
の
「
骨
太
の
方
針

２
０
２
５
」
に
は
「
コ
ス
ト

カ
ッ
ト
型
か
ら
の
転
換
」
や

「
力
強
い
賃
上
げ
」
、
「
経
営

の
安
定
」
を
明
記
。
経
済
・

物
価
動
向
を
踏
ま
え
て
「
加

算
す
る
」
等
の
文
言
が
記
載

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
秋
の
財
政
制

度
等
審
議
会
分
科
会
で
は
、

診
療
所
が
診
療
報
酬
引
き
下

げ
の
標
的
と
さ
れ
た
。
だ
が

政
策
部
長
談
話
等
で
指
摘
し

た
と
お
り
、
医
療
法
人
立
と

個
人
立
診
療
所
の
経
営
状
況

は
い
ず
れ
も
厳
し
い
。
１０
月

に
は
保
団
連
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
が
診
療
報
酬
引
き
上

げ
を
訴
え
る
緊
急
決
起
集
会

を
行
い
、
９
協
会
に
よ
る
経

営
実
態
調
査
の
結
果
を
報

告
。
内
科
で
前
年
度
比
２
割

の
減
益
が
示
さ
れ
る
な
ど
、

窮
状
を
裏
付
け
た
。

　

地
域
医
療
を
守
る
に
は
医

療
費
総
枠
の
拡
大
が
不
可
欠

で
あ
る
。
学
術
部
に
よ
る
糖

尿
病
全
国
調
査
の
論
文
が
１０

月
に
英
文
医
学
誌
に
ア
ク
セ

プ
ト
さ
れ
、
開
業
医
に
よ
る

適
切
な
糖
尿
病
管
理
の
実
態

を
示
し
た
。
そ
れ
ら
の
無
形

技
術
を
正
当
に
評
価
す
る
た

め
に
も
、
大
幅
プ
ラ
ス
改
定

は
必
須
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
「
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
に
よ
る
窓

口
負
担
の
増
加
」
と
い
う
二

律
背
反
を
解
消
す
る
取
り
組

み
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
「
ゼ

ロ
の
会
」
は
全
国
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
６
月
に
は
兵
庫

協
会
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
、
１０
月
に
は
医
療
・

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
、
市
民
へ
そ
の
意
義
を

周
知
し
た
。

　

他
方
で
「
保
険
医
の
生
活

と
権
利
を
守
り
、
国
民
医
療

の
向
上
を
め
ざ
す
」
た
め
の

課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
高

額
療
養
費
に
つ
い
て
は
高
齢

者
の
「
外
来
特
例
」
の
上
限

見
直
し
等
の
基
本
方
針
が
了

承
さ
れ
、
患
者
負
担
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
自
己
負
担
増
は
選
定

療
養
の
仕
組
み
を
利
用
し
、

高
額
療
養
費
の
代
替
財
源
と

な
る
懸
念
が
あ
る
。
マ
イ
ナ

保
険
証
は
特
例
措
置
が
あ
る

も
の
の
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶

た
ず
、
紙
の
保
険
証
の
復
活

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
の
動
向
を
今
後
も
注
視

し
、
要
求
を
続
け
て
い
く
。

　

本
年
は
ま
た
、
協
会
に
多

大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
小
笠

原
敏
夫
先
生
、
宮
川
康
一
先

生
、
小
泉
精
策
先
生
が
相
次

い
で
他
界
さ
れ
た
年
で
も
あ

っ
た
。
厳
し
い
状
況
に
も
弱

音
を
吐
か
ず
、
情
熱
を
持
っ

て
力
を
尽
く
す
こ
と
。
人
を

大
切
に
し
、
長
き
に
わ
た
り

影
に
日
向
に
人
を
支
え
る
こ

と
。
先
達
の
志
を
胸
に
刻
み
、

心
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
。

ゆ
く
年
く
る
年

１
面
「
２
０
２
４
年
度
・
個
別
指
導
結
果
」
続
き

　横浜支部は11月10日、東海大学

名誉教授の坂部貢氏を講師に招

き、「化学物質過敏症・香害の理

解と診療のヒント／病態・診断・

社会的背景」をテーマに研究会を

開催。協会会議室・WEBあわせて

47名が参加した。

　氏は化学物質過敏症について、脳の認知や記憶、

マイクロカプセル（イソシアネート類）へのアレ

ルギー、精神疾患との合併など、様々な要因が重

なり診断が困難だと指摘。また、多剤薬剤過敏症（ア

レルギー免疫機序）と混同するケースが臨床現場

で往々に見られるが、化学物質過敏症は中枢性感

作であり、明確に違うものだと強調した。

　化学物質過敏を主訴とする多くの疾患カテゴリ

ーの集まりだと考えることが臨床的に重要だとし

た。その上で、近年では初診時のQEESIによる問診

が診断の鍵だと説いた。

活動報告活動報告quick reports

横浜支部研究会横浜支部研究会

診断困難な化学物質過敏症診断困難な化学物質過敏症

QEESI問診が診断の鍵QEESI問診が診断の鍵

講師の坂部氏

島
に
住
み
続
け
る
人
に
は
放
射

線
防
護
の
用
意
を
整
え
る
な

ど
、
せ
め
て
人
々
の
全
て
の
決

断
に
対
し
て
国
は
十
分
な
用
意

を
す
べ
き
だ
が
、
現
状
は
そ
う

で
は
な
い
と
紹
介
。
〝
安
全
〟

一
点
張
り
の
主
張
を
繰
り
返

し
、
汚
染
を
心
配
す
る
方
々
を

〝
風
評
加
害
者
〟
と
レ
ッ
テ
ル

を
貼
っ
て
口
を
封
じ
て
い
る
と

批
判
し
た
。

　

マ
コ
・
ケ
ン
両
氏
の
取
材
活

動
は
、
報
道
と
現
場
と
の
乖
離

を
感
じ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
報
道
で
は
福
島
原
発
事
故

後
「
た
だ
ち
に
影
響
は
な
い
」

と
さ
れ
る
一
方
で
、
テ
レ
ビ
関

係
者
は
一
斉
に
東
京
か
ら
去
っ

た
か
ら
だ
。
マ
コ
氏
は
取
材
を

続
け
る
中
で
、
テ
レ
ビ
朝
日
・

報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
か
ら
謝
罪
を
受
け
た
と

紹
介
。
「
日
本
の
報
道
関
係
者

　

公
害
環
境
対
策
部
は
１０
月
１１

日
、「
福
島
第
一
原
発
事
故
『
東

電
記
者
会
見
』
に
１
５
０
０
回

以
上
通
う
寄
席
芸
人
の
取
材
報

告
―
ハ
ミ
ガ
キ
す
る
よ
う
に
社

会
の
こ
と
を
考
え
よ
う
―
」
を

テ
ー
マ
に
市
民
公
開
学
習
会
を

協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で

開
催
。
芸
人
で
記
者
の
お
し
ど

り
マ
コ
氏
・
ケ
ン
氏
が
講
演
し
、

５４
名（
う
ち
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
３６
名
）

が
参
加
し
た
。

　

「
現
状
が
世
の
中
に
伝
わ
れ

ば
も
う
少
し
マ
シ
に
な
る
」
と

マ
コ
氏
は
切
り
出
し
、
人
々
の

思
考
・
議
論
の
基
礎
と
な
る
情

報
開
示
の
重
要
性
を
強
調
。
福

情
報
開
示
と
監
視
の
目

屋
内
も
高
い
追
加
被
ば
く
線
量

福
島
原
発
事
故
『
東
電
会
見
』
に
通
い
続
け
る
寄
席
芸
人

市民公開学習会

講師のマコ氏 講師のケン氏

が
一
生
背
負
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
十
字
架
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
明
か
し
た
と
し
、

東
京
駅
か
ら
新
幹
線
等
で
脱
出

す
る
人
波
を
多
数
の
テ
レ
ビ
局

が
撮
っ
て
い
た
が
、
放
映
は
し

な
か
っ
た
の
だ
と
し
た
。

　

事
故
後
の
放
射
線
量
数
値
が

明
ら
か
で
な
か
っ
た
頃
、
い
ち

早
く
異
変
に
気
付
い
た
の
は
福

島
の
医
師
た
ち
だ
っ
た
と
紹

介
。
あ
る
整
形
外
科
医
は
線
量

計
の
個
人
用
バ
ッ
ジ
と
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
バ
ッ
ジ
が
非
常
に
高
い

値
だ
と
気
づ
き
、
放
射
線
測
定

会
社
へ
照
会
。
「
〝
事
故
〟
に
伴

う
〝
自
然
放
射
線
量
〟
の
増
加
」

と
の
回
答
内
容
に
驚
き
違
和
感

を
抱
き
、
そ
の
医
師
は
移
住
を

決
め
た
と
し
た
。
放
射
線
測
定

会
社
で
あ
る
千
代
田
テ
ク
ノ
ル

社
が
マ
コ
氏
の
取
材
を
通
じ
て

調
査
し
た
結
果
、
屋
内
に
お
け

る
追
加
被
ば
く
線
量
も
高
い
値

を
示
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と
紹
介
。
し
か
し
、
こ
の

結
果
は
そ
の
後
の
屋
内
退
避
の

計
画
等
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

と
し
た
。

Ｉ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
は

ぜ
ひ
確
認
を

　

東
電
記
者
会
見
へ
の
記
者
の

参
加
人
数
に
つ
い
て
、
２
０
１

１
年
当
時
は
毎
回
２
０
０
名
超

が
集
ま
っ
て
い
た
が
今
は
５
～

６
人
だ
と
報
告
。
人
事
異
動
等

の
都
合
上
、
事
故
当
時
か
ら
今

ま
で
会
見
に
通
い
続
け
る
の
は

マ
コ
・
ケ
ン
両
氏
の
み
で
あ
り
、

ま
た
、
東
京
の
記
者
会
見
場
で

は
厳
し
い
質
問
が
続
く
一
方

で
、
福
島
会
場
の
記
者
は
同
時

中
継
中
で
も
東
京
会
場
の
質
問

が
始
ま
る
と
帰
り
始
め
る
状
況

だ
と
紹
介
。
こ
う
し
た
中
、
東

京
電
力
は
東
京
の
記
者
会
見
場

を
閉
じ
た
が
っ
て
い
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
９
月
に
福
島
第

一
原
発
作
業
歴
３
カ
月
の
４０
代

男
性
が
作
業
後
に
「
心
臓
突
然

死
」
し
た
こ
と
に
言
及
。
被
ば

く
線
量
が
突
出
し
て
高
い
１
号

機
原
子
炉
建
屋
設
置
工
事
の
作

業
者
だ
っ
た
こ
と
か
ら
マ
コ
氏

が
累
積
線
量
を
尋
ね
た
も
の

の
、
東
電
は
会
見
で
〝
故
人
は

承
諾
が
得
ら
れ
な
い
〟
と
し
て

開
示
し
な
か
っ
た
と
説
明
。
▽

こ
れ
ま
で
体
調
不
良
者
等
の
累

積
線
量
は
開
示
し
て
い
た
、
▽

本
人
確
認
な
し
に
誤
っ
た
低
い

数
値
を
公
表
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
、
▽
類
似
の
隠
蔽
回
答
を
さ

れ
た
３
年
前
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
報
道
し
た
こ
と
で
福
島
県
の

労
働
者
安
全
衛
生
対
策
部
会
が

問
題
視
し
、
東
電
は
開
示
へ
対

　

ま
た
、
自
主
返
還
金
額
に
つ

い
て
は
、
歯
科
新
規
個
別
指
導

で
は
５７
件
で
７９
万
５
千
８
３
８

円
（
１
医
院
平
均
１
・
４
万
円
）。

前
年
度
は
６８
件
で
１
６
７
万
３

千
７
２
２
円
（
１
医
院
平
均
２
・

５
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
再

指
導
率
の
低
下
と
比
例
す
る
よ

う
に
返
還
金
額
は
減
少
し
て
い

る
。
歯
科
通
常
個
別
指
導
で
は

２６
件
で
２
千
９
８
９
万
７
１
３

円
（
同
１
１
４
・
９
万
円
）
で

前
年
度
３６
件
３
千
６
４
７
万
１

千
９
２
１
円
（
同
１
０
１
・
３

万
円
）
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

個
別
指
導
で
は
、
主
に
カ
ル

テ
と
レ
セ
プ
ト
を
突
き
合
わ

せ
、
診
療
報
酬
請
求
の
根
拠
と

な
る
カ
ル
テ
記
載
が
あ
る
か
等

が
重
点
的
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

る
。
個
別
指
導
を
無
事
に
終
え

る
に
は
、
日
頃
か
ら
の
カ
ル
テ

記
載
が
重
要
な
の
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
診
療
報
酬
点
数
表
に

定
め
ら
れ
た
算
定
要
件
を
熟
知

し
て
お
く
こ
と
も
肝
要
だ
。
協

会
で
は
、
個
別
指
導
に
関
す
る

個
別
相
談
に
も
適
宜
対
応
し
て

い
る
。
ま
た
、
個
別
指
導
の
実

施
通
知
は
実
施
の
１
カ
月
前
に

届
く
。
カ
ル
テ
記
載
の
疑
問
や
、

個
別
指
導
の
実
態
を
知
り
た
い

と
い
う
要
望
、
指
導
へ
の
不
安

を
お
持
ち
の
先
生
は
、
ぜ
ひ
早

め
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い

（
医
科
・
歯
科
保
険
診
療
対
策

部

：

℡

０
４
５-

３
１
３-

２

１
１
１
）。

応
を
改
め
た
―
と
詳
説
。
今
回

は
い
ま
だ
開
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、「
監
視
の
目
が
な
く
な
れ

ば
開
示
し
な
く
な
る
典
型
例
」

だ
と
し
た
。

　

被
ば
く
の
労
災
認
定
者
は
、

事
故
前
は
４１
年
間
で
１３
名
、
事

故
後
は
１４
年
間
で
１７
名
だ
と
厚

労
省
の
検
討
会
資
料
か
ら
紹

介
。
認
定
さ
れ
た
甲
状
腺
が
ん

等
は
１
０
０
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
て

お
り
、
認
定
件
数
に
比
べ
て
申

請
件
数
が
多
い
「
狭
き
門
」
で

も
あ
る
と
し
た
。
認
定
基
準
が

厳
し
い
の
は
ド
イ
ツ
で
も
同
様

で
、
そ
の
背
景
に
は
基
準
と
な

る
デ
ー
タ
が
（
原
爆
投
下
か
ら

５
年
後
に
原
疾
患
デ
ー
タ
を
と

っ
た
）
広
島
・
長
崎
の
デ
ー
タ

だ
か
ら
だ
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際

が
ん
研
究
機
関
が
主
導
し
た
調

査「
Ｉ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
（Interna-

tional N
uclear W

orkers Study

）
」

に
言
及
。
▽5 0m

Sv-100m
Sv

、

2 0m
Sv-100m

Sv

で
も
リ
ス
ク

増
加
が
認
め
ら
れ
る
、
▽
直
線

モ
デ
ル
の
裏
付
け
、
▽
低
線
量

で
の
反
応
関
係
の
傾
き
が
急
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
―
な
ど
、
ぜ

ひ
確
認
し
て
ほ
し
い
と
し
た
。

農
家
へ
の
被
ば
く

対
策
を
考
え
る
べ
き

　

農
家
の
方
々
は
自
分
た
ち
の

被
ば
く
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

と
マ
コ
氏
は
喝
破
。
し
か
し
放

射
線
区
域
内
で
の
労
働
者
を
守

る
電
離
則
（
電
離
放
射
線
障
害

防
止
規
則
）
で
は
自
営
業
の
農

家
は
対
象
外
。そ
の
よ
う
な
中
、

「
避
難
解
除
が
始
ま
れ
ば
、
戻

っ
て
き
た
人
の
中
で
一
番
被
ば

く
す
る
の
は
、
ま
た
農
民
に
な

る
。避
難
解
除
が
始
ま
る
前
に
、

農
家
へ
の
被
ば
く
対
策
を
考
え

る
べ
き
」
と
の
思
い
で
福
島
県

農
民
連
は
農
水
省
へ
交
渉
を
続

け
て
い
る
と
報
告
。
２
０
１
７

年
の
政
府
交
渉
資
料
に
よ
る

と
、
放
射
線
管
理
区
域
の
基
準

４
万
ベ
ク
レ
ル
／
㎡
に
対
し
果

樹
園
等
は
７０
万
６
千
９
０
０
ベ

ク
レ
ル
／
㎡
等
で
あ
り
、
汚
染

は
残
り
続
け
て
い
る
と
し
た
。

し
か
し
こ
の
調
査
結
果
が
民
間

調
査
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
国

は
考
慮
せ
ず
、
農
民
連
は
国
に

よ
る
調
査
を
求
め
て
い
る
も
の

の
国
は
頑
な
に
調
査
し
な
い
と

紹
介
。
国
は
線
量
の
高
そ
う
な

場
所
は
駆
け
足
で
移
動
す
る
程

度
の
対
応
し
か
周
知
し
て
い
な

い
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
場
実
態
に
即

し
た
報
道
が
世
に
出
づ
ら
い
半

面
、
あ
る
時
期
か
ら
「
お
い
し

い
桃
」
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
番

組
等
が
増
え
た
背
景
に
は
、
電

通
に
よ
る
誘
導
等
が
あ
る
と
指

摘
。
自
治
体
・
内
閣
府
・
省
庁

が
電
通
な
ど
の
広
告
会
社
に
ど

の
程
度
発
注
し
て
い
た
か
は
、　

事
業
報
告
書
の
情
報
開
示
請
求

で
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
し
た
。


